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125 <1> 24 31 35 16 8名 詩
(1自 (0) (0) (1) (4) (4) (3) 
(」品
) 入
45% 51% 53% 30% 62% 47% 
百主選2 
( 4%) (0) (0) (2) (3) (1自 (18%)
150 < 0 > 23 27 81 10 9名 L 詩品「
55% 49% 47% 70% 38% 53% 
選落詩数人
と
低
率
な
の
は
、
鍾
喋
が
建
安
詩
人
群
を
特
別
に
高
く
評
価
し
た
こ
と
に
負
い
、
通
算
で
は
一
五
O
名
、
全
体
の
五
五
%
を
占
的
る
。
し
か
も
こ
の
数
字
に
は
今
は
そ
の
名
の
埋
も
れ
た
詩
人
や
梁
代
町
「
詩
品
」
成
立
以
前
に
死
亡
し
た
詩
人
な
ど
は
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
い
た
め
(
別
表
的
注
参
間
)
実
質
的
に
は
さ
ら
に
高
率
を
示
す
筈
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
詩
品
」
が
排
除
し
た
詩
人
の
数
は
当
時
的
五
言
詩
人
の
は
ほ
大
多
数
に
及
び
、
選
ば
れ
た
詩
人
数
は
ま
こ
と
に
事
事
た
る
も
の
と
な
る
。
銀
喋
の
詩
観
町
厳
し
き
潔
癖
さ
は
こ
う
し
た
点
か
ら
も
窺
い
得
る
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
数
字
に
現
わ
れ
た
一
五
O
名
は
、
そ
の
名
と
作
品
と
が
現
在
ま
で
残
っ
て
お
り
、
当
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
比
較
的
重
要
な
詩
人
と
評
価
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
銭
峻
は
彼
ら
を
排
除
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
錨
喋
内
選
択
基
準
の
う
ち
マ
イ
ナ
ス
に
係
わ
る
部
分
は
彼
ら
の
詩
の
中
に
こ
そ
最
も
顕
著
に
看
取
さ
れ
得
る
と
考
、
え
ら
れ
る
。
現
存
の
一
五
O
名
の
詩
を
、
そ
の
背
後
に
埋
も
れ
た
遜
か
に
膨
大
な
選
ば
れ
な
か
っ
た
詩
人
の
詩
的
、
い
わ
ば
代
表
と
し
て
考
察
す
る
こ
と
の
意
義
と
妥
当
性
は
そ
の
占
に
も
存
す
る
と
息
わ
れ
る
。
い
ま
、
彼
ら
の
詩
を
検
討
し
、
そ
こ
に
あ
る
程
度
共
通
す
る
特
質
を
次
的
七
占
、
に
ま
と
め
て
み
た
。
以
下
、
代
表
例
と
と
も
に
列
挙
し
て
み
よ
う
。
丁揺保「全i時三国晋南北朝j詩」による白也L.①「古詩」は l名と
数える。②梁tの詩人は入選詩人のみ散え r詩品J成立以前に死亡
し選の対象とはなったが市選した者は除したしかに成立以前の死
亡か，確定が困難であるため。③「金拠三因習南北朝詩J に名が無
<. r詩品J には入っている詩人計33名は加算する.
また，泌代の現存五言詩人に対する入選詩人の訓告47%は，宋斉代
のそれよりも低車である.だが( )内の現存五言詩人に対する上
品入選詩人の割合を見るに. i英代18%は披も商しさきの47%とい
う数字はきわめて世l立の揖いものであることがわかる。
竹)
一
、
と
ぴ
ぬ
け
た
長
篇
と
詠
物
詩
風
向
短
篇
そ
の
例
、
①
泌
義
政
「
悲
憤
詩
」
(
作
者
の
現
存
五
言
詩
は
こ
れ
一
首
の
み
)
一
O
八
句
。
詩
人
自
身
内
極
限
状
況
と
も
言
い
得
る
不
過
・
悲
痛
な
体
験
を
激
情
を
込
め
て
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
占
‘
推
奨
詩
的
特
質
a
(
岨
頁
)
に
十
分
該
当
す
る
が
、
義
政
町
名
は
選
評
に
入
っ
て
い
な
い
。
②
挺
古
詩
「
為
焦
仲
卿
妻
作
」
三
五
三
句
。
「
玉
畳
新
詠
」
(
以
下
「
玉
古
」
と
略
称
)
巻
一
。
同
じ
く
採
緑
さ
れ
ず
。
こ
の
詩
は
後
述
五
に
も
該
当
す
る
。
③
貌
繁
欽
「
定
情
詩
」
(
作
者
向
現
存
五
言
詩
は
他
に
詠
物
一
闘
士
一
一
)
六
四
旬
。
L
3ム
ロ
」
者
一
。
後
述
四
に
も
該
当
④
晋
習
盤
歯
「
燈
」
(
同
①
)
四
句
。
ほ
か
多
数
。
舘喋「詩品」町選評に内在する文学的価値基単(佐
二
、
社
交
辞
令
風
向
詩
・
感
動
の
能
ら
ぬ
俄
礼
的
詩
。
そ
の
湖
(
以
下
省
略
)
、
①
襟
肱
享
「
贈
四
日
4
冠
詩
」
(
現
存
五
言
詩
は
こ
れ
?
と
②
晋
豪
快
「
贈
石
季
倫
詩
」
(
同
①
)
③
晋
王
山
由
「
七
夕
観
織
女
詩
」
(
同
①
)
「
玉
ム
ロ
」
巻
三
。
ほ
か
十
二
例
。
晋遊
里静
L '. 
詩 詩
グ〉
宅1
4圭
述
六
も
該
当
ほ
か
旬
四
、
艶
に
過
ぎ
る
詩
。
「
玉
台
」
に
は
入
っ
て
い
る
が
れ
な
か
っ
た
詩
人
が
多
い
。
「
詩
品
」
に
は
選
ば
①
漢
張
衡
「
同
瞥
歌
」
(
現
存
五
言
詩
は
こ
れ
の
み
)
「
玉
ム
ロ
」
巻
一
。
②
誕
宋
子
侯
「
輩
嬬
餓
歌
」
(
同
①
)
「
玉
古
」
巻
一
。
③
斉
成
長
「
玉
階
怨
」
。
「
玉
ム
ロ
」
巻
十
。
一
に
も
該
当
。
ほ
か
九
例
。
に五
選
ば楽
れ府
な・
か民
つ歌
た調
詩 的
人詩
カず
目四
立す同
1Z様
「
玉
ム
ロ
」
入
っ
て
て
「
詩
品
」
43 
①
拠
務
且
「
飲
鳥
長
城
窟
行
」
(
現
存
五
言
詩
は
他
に
「
翠
島
」
)
「
玉
古
」
巻
一
。
②
誕
辛
延
年
「
羽
林
郎
詩
」
(
現
存
五
言
詩
は
こ
れ
の
み
)
「
玉
古
」
巻
一
。
③
宋
多
数
。
("》
何
承
天
「
鼓
吹
鋒
歌
」
七
首
(
同
②
)
こ
に
も
該
当
。
ほ
か
六
、
老
荘
的
世
界
観
・
処
世
観
に
全
面
的
に
依
拠
し
た
詩
晋
問
丘
沖
「
招
隠
詩
」
(
現
存
五
言
詩
は
こ
れ
円
み
)
な
ど
多
数
.
七
、
仏
僧
の
詩
晋
宜
遁
九
章
叶
一
八
首
(
詩
題
略
。
現
存
五
言
詩
は
こ
れ
の
喝
さ
な
ど
七
名
の
僧
円
詩
計
二
七
品
『
こ
の
こ
七
首
は
同
時
に
七
名
の
現
存
詩
数
で
も
あ
り
、
四
言
詩
は
一
首
も
残
っ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
、
彼
均
的
聞
に
は
五
言
詩
が
相
当
程
度
広
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
「
詩
品
」
に
は
彼
ら
へ
の
言
及
は
ま
っ
た
〈
無
く
、
敢
え
て
無
視
し
て
い
た
か
と
さ
え
思
わ
れ
る
.
《
悶
》
以
上
、
七
占
の
う
ち
前
半
一
、
二
は
、
じ
つ
は
銭
喋
が
四
雪
国
詩
を
選
向
対
象
外
と
し
て
排
し
た
姿
勢
と
密
接
に
関
連
す
る
と
考
え
」
り
れ
る
。
4苛
ロ
聞
」
上
品
序
町
夫
四
一
一
言
文
約
意
成
習
駕
取
放
風
騒
毎
苦
文
繁
而
意
少
故
世
牢
使
可
多
得
と
の
一
文
は
鍾
城
町
四
言
詩
に
対
す
る
三
つ
の
認
識
、
す
な
わ
ち
四
言
詩
は
国
風
楚
辞
の
よ
う
に
、
本
来
「
文
約
意
庚
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
、
実
際
は
「
文
繁
而
意
少
」
町
方
向
に
変
質
し
て
い
る
こ
と
、
し
た
が
っ
て
四
言
詩
的
巧
者
は
竿
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
文
脈
か
ら
見
て
、
後
二
者
は
鏡
喋
が
四
言
詩
を
排
し
た
理
由
と
も
な
っ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
淡
以
来
的
実
際
的
囚
言
詩
の
状
況
を
現
存
す
る
詩
群
か
ら
検
討
し
て
み
る
と
、
晋
の
太
康
の
頃
か
ら
、
そ
の
作
風
が
変
化
し
、
従
来
に
比
し
て
著
し
い
長
篇
化
及
ぴ
社
交
辞
令
化
が
目
だ
つ
点
が
注
意
さ
九
烈
44 
こ
の
傾
向
を
最
も
明
白
な
形
で
見
出
し
得
る
の
は
、
贈
答
詩
に
お
い
て
、
あ
る
一
人
的
詩
人
が
同
一
の
人
物
に
対
し
、
ほ
ぽ
同
一
向
シ
チ
ュ
エ
イ
ン
ヨ
ン
の
も
と
で
、
類
似
し
た
内
容
を
、
四
言
・
五
言
双
方
の
詩
形
で
詠
じ
て
い
る
場
合
で
あ
弘
刊
。
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
五
言
詩
形
町
方
は
十
1
二
十
句
の
軽
快
な
短
l
中
簡
で
あ
る
に
対
し
、
四
言
詩
形
は
六
凹
i
ニ
四
二
句
と
い
う
、
か
な
り
の
長
篇
で
あ
る
。
さ
ら
に
四
言
詩
形
は
す
べ
て
導
入
部
に
王
朝
や
祖
先
の
頒
詞
を
備
え
、
然
る
後
本
題
に
入
る
構
成
を
と
り
、
荘
重
さ
を
感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
社
交
的
・
儀
礼
的
性
格
の
強
い
も
珂
と
な
っ
て
い
る
が
、
五
言
詩
形
の
方
は
そ
う
し
た
導
入
部
を
一
切
持
た
ず
、
個
人
的
な
情
志
向
表
白
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
当
時
、
四
言
詩
は
そ
の
伝
統
的
性
格
の
故
に
、
社
内
比
や
儀
礼
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
た
め
に
儀
礼
的
導
入
部
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
そ
の
上
に
詩
人
的
真
情
を
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
四
言
で
は
委
細
を
尽
し
難
い
と
の
事
情
も
加
わ
っ
て
、
甚
し
い
長
篇
化
を
き
た
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
か
く
て
太
康
以
後
の
詩
人
達
に
は
四
言
l
長
篇
・
儀
礼
的
導
入
部
具
備
、
五
言
l
短
篇
・
情
志
向
率
直
な
表
白
と
い
う
認
識
が
定
着
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
相
乗
効
果
を
資
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
四
言
詩
的
状
況
が
さ
き
の
錨
喋
向
上
品
序
の
三
つ
の
認
識
と
良
く
合
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
「
文
繁
而
意
少
」
と
は
四
言
詩
の
長
篇
化
・
社
交
辞
令
化
を
そ
の
ま
ま
表
現
し
た
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
錨
喋
は
当
時
の
四
言
詩
的
状
況
を
端
的
に
言
語
化
し
得
る
ほ
ど
、
鋭
〈
認
識
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
彼
が
四
言
詩
を
排
し
た
所
以
は
そ
う
し
た
現
状
|
|
言
う
な
れ
ば
詩
の
散
文
化
の
状
況
ー
ー
を
肯
定
し
得
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
当
時
的
四
言
詩
に
近
接
す
る
方
向
に
あ
る
詩
は
、
た
と
え
五
言
詩
で
あ
っ
て
も
排
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
五
言
詩
が
さ
き
の
七
点
的
一
、
極
端
な
長
篇
と
詠
物
風
の
短
筒
、
二
、
社
交
辞
令
風
向
詩
で
あ
り
、
三
、
遊
戯
的
詩
も
こ
れ
に
含
ま
れ
よ
う
。
錨
燥
に
と
っ
て
町
詩
と
は
、
あ
く
ま
で
も
、
個
性
的
側
人
が
自
ら
町
志
・
情
を
率
直
簡
明
に
表
白
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
九
列
。
さ
ら
に
七
点
的
後
半
四
五
六
七
は
、
そ
れ
で
は
詩
に
表
白
さ
れ
た
情
・
志
と
は
い
か
主
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
に
係
わ
っ
て
く
る
。
思
う
に
鈍
喋
は
四
i
七
の
よ
う
な
傾
向
の
詩
を
潔
癖
に
排
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
以
外
的
内
容
の
器
官
純
粋
に
埼
永
し
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
以
上
と
は
対
照
的
に
、
「
詩
口
問
」
町
中
で
、
よ
り
積
極
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
詩
と
詩
人
と
を
「
五
言
之
普
策
」
「
言
及
」
詩
・
詩
人
評
価
町
三
部
に
分
け
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
三
円
一
「
五
言
之
相
官
策
」
錨
喋
は
下
品
序
を
締
め
く
く
る
に
当
り
、
数
あ
る
五
言
詩
的
中
で
最
も
秀
れ
た
作
品
二
十
二
例
を
選
択
し
、
列
挙
し
た
。
陳
思
贈
弟
茂
先
寒
タ
越
右
感
乱
太
沖
詠
史
警
策
者
也
仲
宣
七
草
公
幹
思
友
院
籍
一
部
情
子
卿
挫
亮
叔
夜
挫
鷲
平
叔
衣
車
安
仁
倦
署
景
陽
苦
雨
盛
運
都
中
士
術
擬
古
景
純
一
部
仙
王
微
風
月
謝
客
山
泉
叔
源
離
宴
鮒
照
成
法
顔
延
入
洛
陶
公
詠
貫
之
製
革
連
携
衣
之
作
斯
皆
五
言
之
所
制
篇
章
之
珠
湾
文
彩
之
郁
林
こ
れ
ら
二
十
二
例
の
う
ち
、
該
当
詩
が
現
存
し
な
い
三
例
を
除
く
十
九
例
が
検
討
対
象
と
丸
山
町
。
ま
ず
十
九
例
中
そ
の
詩
人
的
定
説
的
代
表
作
と
明
ら
か
に
異
な
っ
た
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
茂
先
寒
タ
」
(
限
華
「
雑
竹)
詩
」
其
一
)
「
安
仁
倦
暑
」
(
播
岳
「
在
懐
牒
作
」
其
一
)
「
顔
延
入
洛
」
(
顔
延
之
「
北
使
洛
」
)
「
陶
公
詠
貧
之
製
」
(
陶
潜
「
詠
貧
士
」
)
町
四
例
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
の
当
時
内
定
説
的
代
表
作
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
江
流
「
雑
他
詩
」
(
「
文
選
」
巻
一
一
一
一
)
に
「
も
と
う
た
」
と
し
て
選
択
さ
れ
た
作
品
が
考
え
ら
れ
、
各
々
「
情
詩
」
、
「
悼
亡
詩
」
、
応
詔
侍
宴
の
詩
、
「
鯖
田
園
居
L
が
該
当
す
る
。
し
か
も
こ
の
江
流
の
評
価
は
当
時
は
も
と
よ
り
、
或
る
も
の
は
今
日
に
至
る
ま
で
、
ほ
ぽ
定
評
と
し
て
動
か
し
難
い
も
の
と
考
え
ら
ιμ
。
で
は
何
故
、
錨
喋
は
そ
れ
ら
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
詩
を
「
笹
策
」
に
選
ん
だ
の
か
。
以
下
、
こ
の
四
名
に
つ
い
て
「
警
策
い
に
選
ば
れ
た
詩
と
定
説
的
代
表
作
と
の
相
違
点
及
ぴ
前
者
相
互
の
共
通
点
に
留
窓
し
つ
つ
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
付
茂
先
寒
タ
。
該
当
詩
は
「
雑
詩
」
其
一
本
。
以
下
同
)
佐単什掛値価的学文唱。計官
…
は
四
時
的
移
り
ゆ
き
↓
晩
秋
の
且
T
室
内
の
燈
よ
T心
中
感
慨
内
と
内
部
移
行
を
霊
ね
、
漸
次
焦
点
を
絞
っ
て
い
く
手
法
を
取
る
。
時
は
夜
、
和
し
か
も
世
界
も
滋
も
織
も
冷
え
冷
え
と
凝
固
し
た
か
の
よ
う
な
夜
で
あ
り
、
暗
詩
人
自
ら
の
意
識
も
崇
替
の
思
い
へ
と
氷
針
の
如
く
鋭
〈
緊
張
し
、
凝
縮
恥
し
て
ゆ
〈
。
張
華
詩
町
中
で
は
も
っ
と
も
、
悲
痛
な
ま
で
に
緊
張
度
の
高
鳴
い
作
で
あ
る
。
こ
の
悲
痛
と
緊
張
の
形
象
化
に
最
も
貢
献
し
て
い
る
の
は
酬
明
ら
か
に
「
朱
火
」
以
下
町
関
鎚
を
な
す
四
句
で
あ
り
、
し
か
も
こ
の
四
5
句
は
前
例
町
無
い
独
創
的
な
表
現
で
あ
る
ら
し
い
。
私
の
見
た
限
り
で
も
4
晋
以
前
町
詩
句
に
類
似
表
現
は
発
見
で
き
ず
、
唐
の
李
替
も
次
の
よ
う
な
(
「
文
選
」
巻
二
九
。
四
部
議
刊
品
度
随
天
迎
悲
風
中
夜
興
伏
枕
特
進
昔
四
時
互
相
承
朱
火
背
無
光
臨
言
英
子
略
繁
霜
降
蛍
タ
挟
繍
如
懐
休
東
壁
正
昏
中
前
膏
坐
自
吸
永
忠
雄
崇
替
国
陰
謀
節
升
霊
会
無
眠
気
慨
然
凋
撫
府
出
血
ハ
を
引
〈
に
止
ま
る
。
古
詩
臼
朱
火
然
其
中
背
煙
騎
其
問
友
氏
侍
日
楚
子
園
漸
申
公
思
臣
白
之
三
軍
之
士
皆
如
挟
繍
「
警
策
」
の
「
朱
火
」
一
句
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
古
詩
」
を
踏
ま
え
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
「
古
詩
」
町
二
句
の
表
現
は
精
織
で
は
あ
っ
て
も
、
か
な
り
説
明
的
散
文
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
較
べ
、
「
警
策
」
の
句
は
は
る
か
に
凝
縮
さ
れ
た
、
印
象
的
・
感
覚
的
な
新
し
さ
を
持
つ
表
現
と
な
っ
て
い
る
a
「
挟
綴
」
一
句
は
織
が
械
の
よ
う
だ
と
の
発
想
そ
の
も
の
が
斬
新
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
典
故
に
拠
ら
な
い
独
創
的
表
現
を
開
拓
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
最
後
の
二
句
は
、
圏
語
藍
宇
墨
田
君
子
燭
居
思
前
世
之
崇
替
と
い
う
李
普
の
引
く
典
故
に
よ
れ
ば
、
「
永
思
」
の
主
体
は
「
君
子
」
で
あ
り
「
崇
替
」
と
は
「
前
世
」
の
そ
れ
を
指
す
と
推
察
さ
れ
る
。
す
る
と
、
初
六
句
の
季
節
の
冬
へ
の
移
行
に
は
、
世
の
崇
替
の
移
行
、
直
接
的
に
は
世
の
替
(
l荒
廃
)
へ
の
移
行
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
詩
全
体
は
、
独
居
の
君
子
が
氷
の
如
き
寒
夜
に
、
古
え
を
振
り
返
り
つ
つ
、
そ
の
寒
夜
に
も
比
す
べ
き
今
の
世
の
荒
廃
と
応
え
る
者
と
て
無
い
自
ら
の
孤
独
・
不
過
を
悲
痛
な
思
い
で
か
み
し
め
て
い
る
と
読
め
る
。
一
方
「
雑
櫨
詩
税
司
空
華
」
の
「
も
と
う
た
」
は
そ
の
内
容
や
李
普
五
臣
注
か
ら
見
て
「
情
詩
」
五
首
や
「
雑
詩
」
其
二
其
三
等
の
閤
怨
詩
の
類
で
あ
る
。
そ
の
主
体
は
さ
き
の
詩
の
よ
う
な
「
君
子
」
乃
至
士
人
で
は
な
く
、
も
の
思
う
女
性
で
あ
り
、
中
心
的
情
・
志
は
「
世
の
荒
廃
に
対
す
る
士
人
的
感
慨
」
で
は
な
く
「
恋
人
が
遠
く
去
っ
た
こ
と
へ
の
嘆
き
」
と
な
る
。
政
治
的
社
会
的
視
野
と
は
係
わ
ら
ぬ
所
謂
「
児
女
情
」
が
中
心
で
あ
楚
僻
目
前
膏
明
燭
華
容
備
・
・
・
師
人
多
寒
主
巡
三
軍
柑
而
勉
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《
凶
》
る
点
が
さ
さ
の
詩
と
は
ま
っ
た
〈
異
質
で
あ
る
と
言
、
え
よ
、
7
。
中
品
・
張
華
評
に
は
其
粗
華
艶
輿
託
不
奇
巧
用
文
字
務
為
獅
冶
醜
名
商
品
世
代
而
疏
亮
之
士
猶
恨
児
女
情
多
風
雲
気
少
と
あ
る
。
こ
の
批
評
は
、
当
時
、
張
華
町
代
表
作
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
て
い
た
詩
が
後
者
の
よ
う
な
悶
怨
風
向
詩
で
あ
っ
た
こ
と
を
柑
説
付
け
る
。
同
時
に
、
錨
喋
自
身
は
そ
れ
に
反
対
で
「
猶
恨
:
・
・
・
風
雲
気
少
」
の
意
見
に
与
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
(
一
見
客
観
的
叙
述
の
よ
う
に
見
え
る
表
現
の
う
ち
に
)
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
口
安
仁
倦
君
。
該
当
詩
は
「
在
懐
同
制
作
」
其
一
(
「
文
選
」
巻
二
六
)
寸
雑
髄
詩
播
武
門
岳
」
の
方
は
明
ら
か
に
「
悼
亡
詩
」
三
首
に
基
づ
く
。
両
者
と
も
あ
る
極
的
欠
落
感
に
因
る
深
い
悲
畷
内
情
を
述
懐
す
る
こ
と
は
同
じ
で
あ
る
が
、
決
定
的
な
相
違
は
そ
の
悲
嘆
の
所
以
に
あ
る
。
後
者
で
は
言
、
つ
ま
で
も
な
〈
妻
の
逝
世
に
因
る
。
他
方
、
「
警
策
」
で
は
、
高
殿
よ
り
望
ん
だ
任
地
懐
県
的
支
の
回
図
的
景
を
詠
出
し
、
そ
の
後
半
部
分
に
、
虚
部
正
時
用
位
微
名
目
卑
組
役
宰
雨
邑
政
樹
党
無
施
と
、
不
遇
の
地
位
に
在
り
、
名
声
を
揚
げ
得
由
恨
み
を
述
べ
る
。
二
句
程
い
て器
非
廊
閥
姿
腿
出
回
其
宜
と
い
う
自
明
も
「
廊
廟
」
に
て
華
々
し
く
活
躍
し
た
い
願
い
を
屈
折
し
た
表
現
に
よ
っ
て
詠
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
故
、
徒
懐
越
鳥
志
静
態
想
南
技
と
の
望
郷
町
結
ぴ
も
、
単
な
る
旅
人
的
懐
郷
町
念
に
止
ま
ら
ず
、
京
師
1
中
央
政
界
に
出
た
い
、
そ
こ
に
自
分
の
場
を
得
た
い
と
い
う
野
心
を
含
む
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
悼
亡
詩
」
の
悲
嘆
が
や
や
「
児
女
情
」
に
近
い
、
私
的
な
纏
綿
た
る
衷
情
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
警
策
」
で
は
不
遇
の
地
位
に
在
る
嘆
き
と
政
治
的
野
心
と
を
逆
説
的
に
一
一
部
じ
、
そ
の
視
野
は
専
ら
政
治
的
社
会
的
な
場
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
両
者
向
相
違
は
付
茂
先
寒
タ
的
場
合
に
き
わ
め
て
煩
似
し
て
お
り
、
鍾
喋
の
反
定
説
的
評
価
的
所
以
が
こ
の
点
に
係
わ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
「
在
懐
勝
作
」
は
、
付
の
張
華
「
雑
詩
」
其
一
に
、
緊
迫
感
で
は
及
ば
ぬ
が
志
を
得
ぬ
不
遇
・
孤
独
な
状
況
を
描
い
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
お
り
、
ま
た
前
半
部
の
景
描
写
も
ほ
と
ん
ど
典
故
に
頼
ら
ぬ
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
同
顔
延
入
洛
。
該
当
詩
は
「
北
使
洛
」
(
「
文
選
し
巻
二
七
)
「
雑
倣
詩
劇
特
進
延
之
」
町
「
も
と
う
た
」
町
方
は
「
文
選
」
巻
二
二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
、
応
詔
詩
・
侍
宴
詩
的
類
で
あ
る
。
そ
れ
ら
と
「
警
策
」
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
一
見
し
て
次
町
三
点
的
速
い
が
目
に
つ
〈
。
川
山
「
鵬
首
策
し
は
、
顔
延
之
の
詩
に
は
珍
し
く
、
典
故
が
少
な
く
措
辞
も
素
朴
で
簡
明
だ
が
、
「
文
選
」
巻
二
二
所
収
の
三
首
に
は
、
重
々
、
し
い
典
故
と
雌
琢
の
加
え
ら
れ
た
措
辞
が
鎮
め
ら
れ
て
い
る
。
仙
川
寸
警
策
」
は
描
写
が
具
体
的
だ
が
、
三
首
の
描
写
は
「
陽
陸
回
特
集
陰
谷
曳
寒
煙
」
(
「
惚
詔
税
北
湖
回
収
」
)
の
如
く
抽
象
的
観
念
的
で
あ
る
。
付
詩
人
的
製
作
の
姿
勢
と
し
て
、
三
首
は
天
子
へ
の
頒
辞
や
自
己
卑
下
的
謙
辞
の
目
立
つ
、
い
わ
ば
社
交
辞
令
的
詩
で
あ
る
が
、
「
警
策
」
は
よ
り
率
直
で
真
情
に
近
い
。さ
ら
に
「
警
策
」
に
つ
い
て
、
「
宋
番
」
顔
延
之
仰
に
よ
れ
ば
、
こ
の
詩
は
、
後
の
宋
武
帝
劉
裕
に
来
皿
日
王
朝
よ
り
宋
国
公
的
位
が
贈
ら
れ
、
顔
延
之
が
祝
賀
使
節
と
し
て
劉
裕
の
も
と
に
趣
い
た
折
に
作
製
さ
れ
た
も
の
と
言
う
。
し
か
し
そ
の
慶
び
の
使
者
向
筆
に
し
て
、
こ
の
詩
的
あ
ま
り
に
崎
修
な
絶
望
的
色
調
は
何
事
で
あ
る
の
か
。
設
出
梁
宋
郊
道
由
周
鄭
問
経
始
問
聖
賢
伊
減
絶
津
油
開
す
な
わ
ち
詩
的
前
半
部
で
は
、
日
夕
望
三
川
在
昔
税
期
連
宮
陛
多
巣
穴
城
闘
生
雲
煙
前
畳
陽
城
路
畳
館
無
尺
株
竹)
と
、
か
つ
て
の
輝
か
し
い
「
聖
賢
」
治
政
的
地
、
西
晋
の
旧
都
格
陽
町
、
無
残
な
荒
廃
の
さ
ま
を
克
明
に
描
写
す
る
。
蓋
し
、
詩
人
は
目
前
の
そ
の
地
の
さ
ま
に
、
近
い
将
来
再
び
起
こ
り
得
る
東
晋
王
朝
の
滅
亡
と
世
的
戦
乱
・
荒
廃
、
さ
ら
に
我
身
の
危
機
と
を
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
詩
的
暗
さ
が
決
し
て
、
そ
う
し
た
受
動
的
立
場
に
お
け
る
鴎
き
に
止
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
、
後
半
的
表
現
よ
り
窺
う
こ
と
が
で
き
る。
み
か
山単
王
猷
升
八
表
嘘
行
方
暮
年
一
山
置
泊
惨
無
言
隠
潤
徒
御
悲
価
議
心
臨
巳
央
飛
薄
殊
亦
然
明
詩
人
は
時
期
的
遅
れ
ぬ
う
ち
に
、
京
師
に
帰
還
せ
ん
こ
と
を
切
願
し
て
い
は
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
そ
の
切
願
と
は
、
さ
き
の
「
聖
賢
」
の
地
荒
廃
へ
の
け
深
い
嘆
き
や
、
後
半
の
「
王
猷
」
二
句
・
「
隠
欄
L
二
句
の
「
離
騒
」
に
基
プ
乍
【
mv
内
づ
く
表
現
・
1
蓬
心
既
に
巳
み
由
失
」
と
の
強
い
自
負
等
か
ら
見
て
も
、
京
都
師
に
在
っ
て
中
央
政
治
に
参
画
し
、
「
聖
賢
」
町
治
的
事
業
に
携
わ
り
た
い
哨
と
の
よ
り
深
い
志
に
根
ざ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
士
人
的
志
を
、
身
の
ん
卑
官
故
に
飛
蓬
の
如
く
奔
弄
さ
れ
続
け
て
、
能
動
的
主
体
的
に
遂
げ
得
な
鳴
い
。
こ
の
こ
と
こ
そ
、
こ
の
詩
の
暗
穆
さ
の
所
以
で
あ
ろ
う
。
色
調
は
暗
醐
く
は
あ
る
が
、
こ
の
詩
の
こ
と
に
「
蓬
心
」
二
句
に
は
さ
き
の
応
詔
詩
の
よ
う
な
ア
ル
チ
ザ
ン
故
の
卑
屈
な
自
己
卑
下
は
感
じ
ら
れ
ず
、
逆
に
秘
め
ら
れ
た
自
負
の
深
さ
が
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
陰
風
撮
涼
野
成
遜
良
馬
煩
飛
世
一
官
官
窮
天
遊
役
去
芳
時
臨
塗
未
及
引
蹄
来
嬰
世
間
世
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す
な
わ
ち
「
北
使
格
」
も
主
体
が
不
遇
・
孤
独
な
君
子
に
あ
る
こ
と
、
政
治
的
社
会
的
視
野
を
伴
っ
た
儒
家
的
士
人
的
気
慨
を
内
に
含
む
こ
と
、
さ
ら
に
典
故
に
拠
ら
ぬ
具
体
的
描
写
社
交
辞
令
を
含
ま
ぬ
率
直
な
述
懐
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
に
お
い
て
、
さ
き
の
け
口
町
「
警
策
し
と
共
通
し
た
要
素
を
持
っ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
陶
公
詠
貧
之
製
。
該
当
詩
は
「
詠
貧
土
」
七
首
(
「
陶
靖
節
築
」
)
昔
在
貴
子
服
蹄
冠
佐
名
州
一
朝
僻
吏
崎
清
貴
略
難
儀
年
俄
感
仁
妻
泣
梯
向
我
流
丈
夫
躍
有
志
国
為
児
女
憂
革
孫
一
昭
歎
映
贈
克
英
酬
誰
云
困
窮
難
抵
哉
此
前
僻
(
其
七
)
一
方
「
雑
怪
詩
陶
徴
君
潜
」
町
「
も
と
う
た
」
は
寸
蹄
国
間
居
」
を
は
じ
め
と
す
る
回
図
詩
で
あ
る
。
「
詠
貧
士
L
七
首
は
陶
潜
詩
の
中
で
も
や
や
異
質
な
感
を
抱
か
せ
る
。
そ
こ
に
は
、
他
的
陶
潜
詩
的
如
く
俗
語
的
口
語
的
措
辞
、
議
諮
味
、
生
活
的
日
常
的
描
写
、
典
型
的
に
は
農
耕
生
活
の
描
写
、
形
而
上
的
哲
学
的
詠
懐
等
が
ま
っ
た
く
含
ま
れ
な
い
。
中
心
的
テ
マ
は
哲
学
的
思
索
で
は
な
く
儒
家
的
倫
理
で
あ
り
、
む
し
ろ
左
思
1
詠
史
詩
」
〔
nv
の
色
調
に
近
い
。
す
な
わ
ち
七
首
の
素
材
は
、
孔
子
・
子
路
・
原
潜
等
具
体
的
な
歴
史
上
の
人
物
的
事
蹟
・
言
動
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
も
、
極
度
内
貧
苦
と
不
遇
の
中
で
節
義
を
全
う
し
た
硬
骨
町
人
物
へ
の
苦
渋
に
満
ち
た
共
感
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
は
ま
さ
し
〈
さ
き
町
村
口
同
の
特
質
と
通
じ
合
う
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
典
故
は
あ
る
が
す
べ
て
平
明
な
も
の
で
あ
る
占
、
当
然
な
が
ら
社
交
辞
令
を
含
ま
ぬ
真
情
的
述
懐
で
あ
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。
以
上
付
l
同
よ
り
得
ら
れ
た
銭
燥
の
推
奨
詩
に
共
通
す
る
数
点
を
中
心
的
視
点
に
据
え
て
、
次
に
「
鵬
首
策
」
の
頭
初
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
陳
思
贈
弟
」
を
検
討
し
て
み
た
い
。
陳
思
王
百
植
は
錨
喋
が
至
上
町
五
言
詩
人
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と
任
じ
た
人
物
で
あ
り
、
こ
の
詩
が
寸
警
策
」
円
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
ず
り
見
て
《
問
、
鍾
喋
は
こ
の
詩
を
あ
ら
ゆ
る
五
言
詩
の
最
高
峰
と
考
え
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
じ
つ
は
こ
の
詩
は
、
叙
上
町
共
通
特
点
を
も
っ
と
も
良
く
備
え
た
詩
的
一
っ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
同
陳
思
贈
弟
。
該
当
詩
は
「
贈
白
馬
王
彪
L
(
「
文
選
」
巻
二
四
)
詩
は
七
つ
の
ス
タ
ン
ザ
か
ら
成
る
。
製
作
時
期
は
兄
彰
の
死
(
「
世
説
新
語
し
尤
悔
篇
に
拠
れ
ば
長
兄
文
帝
に
よ
る
毒
殺
)
司
直
後
、
弟
彪
と
の
別
々
の
帰
国
を
命
ぜ
ら
れ
、
自
身
内
命
も
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
時
で
あ
り
、
市
日
柏
町
生
涯
の
中
で
も
極
限
状
況
に
在
っ
た
時
と
言
え
る
。
詩
中
直
接
に
身
内
危
機
と
不
過
を
述
べ
る
の
は
第
三
章
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
う
し
た
状
況
や
詩
人
の
心
境
の
形
象
化
を
よ
り
美
事
に
果
た
し
て
い
る
の
は
む
し
ろ
第
一
l
四
章
に
見
ら
れ
る
惨
憎
た
る
旅
程
内
克
明
な
叙
長
で
あ
る
。
景
は
順
次
、
具
体
的
か
つ
綿
密
に
一
脈
の
流
れ
と
し
て
描
き
出
さ
れ
、
読
む
者
に
ほ
と
ん
ど
臨
場
感
を
抱
か
し
む
る
ほ
ど
リ
ア
ル
な
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
詩
は
第
五
章
、
兄
の
死
と
人
的
身
の
は
か
な
さ
を
詠
ず
る
に
至
っ
て
一
つ
の
極
点
に
達
す
る
。
悲
痛
の
念
は
「
心
悲
動
我
神
楽
置
英
復
陳
」
と
そ
の
陳
述
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
由
程
に
昂
ま
る
。
そ
し
て
次
に
歌
い
出
さ
れ
る
の
が
「
丈
夫
」
の
志
的
表
白
な
の
で
あ
る
。
丈
夫
志
四
海
高
旦
猶
比
隣
恩
霊
司
不
尉
在
泣
分
日
親
何
必
間
余
勝
然
後
展
段
助
基
思
成
疾
掠
無
乃
児
女
仁
悲
痛
の
極
限
で
出
口
を
失
っ
た
詩
人
は
、
却
っ
て
別
離
に
お
け
る
丈
夫
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
想
到
し
、
そ
れ
を
八
句
に
一
旦
っ
て
自
ら
に
説
き
聞
か
せ
る
よ
う
に
詠
出
す
る
。
詩
人
が
一
方
に
き
わ
め
て
硬
質
の
男
性
的
志
向
を
持
っ
て
い
る
、
ま
た
持
と
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
硬
質
的
「
土
」
と
し
て
の
表
白
は
彼
の
他
の
贈
詩
や
雑
詩
に
も
多
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
直
後
、
吉
卒
骨
肉
情
能
不
懐
苦
辛
絶
ち
切
れ
ぬ
悲
哀
の
情
は
再
び
う
ね
る
波
町
如
く
に
押
し
寄
せ
て
〈
る
。
「
能
不
」
と
い
う
屈
折
し
た
し
か
も
強
い
言
い
方
は
「
士
」
と
し
て
そ
う
あ
り
た
い
姿
・
理
念
と
、
そ
れ
で
も
押
え
得
ぬ
強
い
ら
れ
た
別
離
へ
の
悲
哀
・
憤
怒
の
情
と
の
激
し
い
葛
藤
を
示
し
て
い
よ
う
。
詩
は
そ
の
ま
ま
第
七
章
、
神
仙
延
脊
へ
の
党
り
掛
か
り
を
欺
附
と
断
じ
、
救
い
の
無
い
ま
ま
に
現
実
の
「
長
路
」
を
歩
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
自
ら
の
姿
を
描
い
て
終
わ
る
。
最
後
、
弟
の
彪
へ
の
離
別
永
無
骨
執
手
持
何
時
援
筆
従
此
僻
王
其
霊
玉
恒
倶
事
責
髪
期
収
涙
即
長
路
注れと
目るい
しよう
たう切
いな切
とアた
思《フる
うきオ日手
。リぴ
ズか
ムけ
風も
グ〉
観曹
念植
的的
措他
稗の
で贈
は詩
決の
し結
てぴ
なに
い多
と見
にら
以
上
ハ
門
l
伺
に
お
け
る
鍾
喋
の
推
奨
詩
に
共
通
す
る
特
質
は
お
よ
そ
次
円
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。
a
。
詩
の
状
況
l
志
を
得
ぬ
不
通
・
悲
痛
な
状
況
。
b
a
表
現
典
故
に
頼
ら
ぬ
平
明
で
独
創
的
な
表
現
・
具
体
的
で
緊
密
な
描
写
(
そ
の
一
環
と
し
て
の
形
似
描
写
)
c。
内
容
1
政
治
的
社
会
的
視
野
を
持
ち
儒
家
的
士
人
的
気
慨
を
含
ん
だ
も
の
・
し
か
も
社
交
辞
令
が
無
く
、
人
間
の
真
情
を
率
直
に
述
べ
た
通以
す上 も
るグ〉グ〉
す吉
2は
ち 4
f策
ι 」
b (7) 
グ〉布。‘
暫詩
寸対
部負
l立 τて
十よ
奇術
ト'"グ〉
去ほ
ιーとへん
b ど
のす
後べ
半て
苦~ Iこ
は共
竹)
陶
公
詠
貧
之
製
・
越
石
感
乱
・
太
沖
詠
史
を
除
く
十
六
例
に
、
C
は
そ
の
前
半
部
は
公
幹
思
友
・
叔
夜
段
鰍
・
悲
述
鰭
衣
之
作
を
除
く
十
六
例
に
、
後
半
部
は
十
九
例
全
部
に
、
各
々
該
当
す
る
。
紙
幅
内
都
合
上
各
例
を
引
用
し
て
の
検
証
は
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
十
九
例
の
範
囲
内
で
、
鈍
喋
の
選
評
に
お
け
る
a
b
c
へ
の
傾
向
性
向
特
質
を
比
較
的
明
白
に
示
す
事
象
の
み
を
摘
出
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
《
mv
ω
「
気
」
の
詩
人
劉
棋
に
対
置
さ
れ
る
「
文
」
向
詩
人
王
祭
系
の
玉
栄
【
吻
凶
】
張
華
滞
岳
・
張
協
同
「
瞥
策
」
は
、
彼
ら
の
現
存
詩
中
最
も
c
の
要
紫
円
強
い
詩
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
張
華
滞
岳
に
つ
い
て
は
既
述
の
通
リ
。
王
祭
に
つ
い
て
は
寸
内
容
的
に
も
、
修
辞
的
に
も
、
詩
的
で
あ
る
こ
と
を
【
mv
さ
え
、
拒
否
し
た
よ
う
な
」
建
安
風
向
気
骨
溢
れ
る
「
七
哀
詩
L
(
「
文
選
し
【
鈎
V
巻
二
三
)
を
選
択
す
る
。
張
協
に
つ
い
て
は
「
雑
詩
」
其
十
(
「
文
選
」
巻
二
九
)
を
選
択
す
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
詩
的
末
尾
六
句
、
君
子
守
困
窮
在
約
不
爽
貞
雌
柴
田
方
贈
懸
為
構
盤
名
比
足
騎
誕
生
鍾峨「詩品J町選評に内在する文学的価値基準(佐
取
志
於
陵
子
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
強
い
気
慨
の
表
自
に
負
う
所
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
張
協
同
現
存
詩
円
多
く
は
不
遇
悲
痛
な
状
況
(
a
)
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
後
述
す
る
よ
う
に
鎖
喋
は
張
協
詩
の
「
形
似
」
の
要
素
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
細
微
な
形
似
描
写
(
b
)
に
関
し
て
は
こ
の
詩
よ
り
も
寸
雑
詩
」
其
二
l
四
が
優
っ
て
い
よ
う
。
だ
が
、
叙
上
六
句
の
よ
う
な
自
負
に
満
ち
た
昂
然
た
る
気
慨
を
歌
う
詩
は
、
現
存
詩
で
は
ま
さ
に
こ
の
詩
だ
け
な
の
で
あ
る
。
上
品
・
張
協
評
の
「
雄
於
措
岳
庇
於
太
沖
」
の
叙
述
も
鍾
喋
が
張
協
詩
の
強
〈
気
骨
あ
る
点
に
精
白
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
ム
刊
。
ω
建
安
詩
人
曹
槌
・
王
梁
・
劉
禎
に
つ
い
て
、
「
雑
世
詩
」
は
、
彼
ら
の
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詩
的
中
で
も
、
主
君
へ
の
頒
詞
を
含
む
侍
宴
詞
乃
至
サ
ロ
ン
詩
風
向
詩
を
選
択
す
る
。
サ
ロ
ン
詩
や
社
交
的
贈
答
詩
は
た
し
か
に
怨
安
詩
的
一
側
面
を
代
表
仁
d
o
こ
れ
に
対
し
「
警
策
」
町
方
は
、
悲
痛
・
不
遇
主
状
況
下
に
お
け
る
個
性
的
で
切
迫
し
た
情
志
を
歌
う
も
の
、
及
び
写
実
的
具
体
的
な
情
景
描
写
を
持
つ
詩
を
一
貫
し
て
選
択
す
る
。
こ
の
選
択
の
仕
方
は
錨
喋
の
建
安
詩
評
価
の
根
拠
を
も
続
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ω
謝
悲
速
に
つ
い
て
、
「
雑
他
詩
」
は
「
西
陵
辿
風
献
康
楽
」
(
「
文
選
」
巻
二
五
)
等
の
謝
璽
運
へ
の
贈
答
詩
を
選
択
す
る
。
一
方
、
錨
喋
は
、
櫓
高
砧
響
殺
艦
長
杵
野
哀
微
芳
起
雨
袖
軽
汗
染
段
題
と
、
そ
の
鈍
に
し
て
梢
鍛
な
描
写
力
に
お
い
て
人
的
自
を
見
張
ら
せ
る
「
鵠
一
衣
」
(
「
文
選
」
巻
三
十
)
の
詩
を
「
警
策
」
と
し
て
の
み
な
ら
ず
次
に
述
べ
る
「
言
及
」
詩
的
中
で
も
推
奨
し
て
い
る
。
以
上
い
ず
れ
も
a
i
c
の
要
素
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
り
、
こ
と
の
ほ
か、
c
へ
の
着
目
的
傾
向
が
強
い
も
の
で
あ
る
ら
し
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
司。
三
円
二
「
言
及
」
詩
鐙
燥
が
評
文
中
で
と
く
に
取
り
あ
げ
言
及
し
て
い
る
詩
は
二
十
九
例
に
の
ぼ
る
。
し
か
し
、
そ
の
う
ち
、
積
極
的
な
推
奨
詩
と
し
て
取
り
あ
げ
た
の
で
は
な
い
も
の
、
先
述
の
謝
恵
辿
「
蹄
衣
L
の
ょ
っ
に
「
鵬
首
策
」
と
重
複
す
る
も
の
、
す
で
に
散
逸
し
た
も
の
が
十
一
例
を
占
的
、
実
質
的
検
討
対
象
と
な
し
得
る
の
は
次
の
十
八
例
で
あ
る
。
H
上
品
古
詩
陸
機
所
擬
十
四
首
・
可
詞
幾
乎
一
字
千
金
口
同
同
古
詩
容
従
遠
方
来
橘
柚
垂
慈
賞
亦
為
驚
絶
失
醐
同
班
姫
・
固
扇
短
章
・
・
0
可
以
知
其
工
失
田
中
品
官
主
・
惟
西
北
有
浮
雲
十
除
首
殊
美
附
可
翫
、A
m剖
V
O
肘
1
制
同
何
畏
孫
楚
主
讃
張
翰
時
尼
・
平
叔
掲
鵠
之
鏑
5
雫
雨
之
外
正
畏
朔
風
之
桂
錐
有
罪
札
良
亦
無
間
正
叔
総
繋
之
良
i
・e-
並
得
此
龍
片
甲
鳳
凪
一
毛
凶
同
意
宏
・
彦
伯
一
一
部
史
・
・
去
凡
俗
遠
矢
同
国
同
郭
泰
機
謝
世
基
・
泰
機
寒
古
之
製
孤
怨
宜
恨
;
:
世
基
横
海
・
0
観
此
五
子
文
雄
不
多
気
調
警
抜
同
同
謝
悪
述
・
秋
懐
梼
衣
之
作
雄
復
露
連
銀
思
亦
何
以
加
駕
同
lω
下
品
班
固
肺
炎
越
堂
・
観
其
詠
史
有
感
歎
之
詞
文
勝
託
詠
盤
芝
懐
寄
不
浅
元
叔
散
憤
蘭
蕗
指
昂
麓
銭
苦
言
明
句
良
亦
勤
失
∞
同
飽
令
聞
・
擬
古
尤
勝
(
傍
点
は
引
用
者
)
右
「
言
及
」
詩
十
八
例
に
在
っ
て
も
、
前
節
で
述
べ
た
a
b
c
の
三
要
素
が
じ
っ
に
そ
の
大
部
分
に
該
当
す
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
、
a
(
不
遇
・
悲
痛
な
状
況
設
定
)
は
十
八
例
す
べ
て
に
、
b
(
独
創
的
表
現
・
具
体
的
描
写
)
は
ω判
ω闘
を
除
く
十
四
例
に
、
c
(
儒
家
的
士
人
的
気
慨
・
率
直
な
真
情
)
の
前
者
は
∞
凶
ω例
ω
を
除
く
十
ニ
例
に
、
後
者
は
十
八
例
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
該
当
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
前
節
で
得
ら
れ
た
鐙
喋
の
文
学
的
価
値
基
準
の
特
徴
を
よ
り
補
強
的
に
裏
付
け
る
も
町
と
言
え
よ
う
。
さ
ら
に
十
八
例
の
う
ち
同
l
M
W
凶
阿
国
の
六
例
と
闘
の
前
半
部
(
全
十
六
句
中
八
句
)
が
メ
タ
ワ
ァ
の
手
法
、
す
な
わ
ち
自
ら
の
身
を
何
者
か
(
白
で
あ
れ
ば
橘
柚
)
に
仮
託
し
、
単
な
る
部
分
的
比
喰
に
止
ま
ら
ず
詩
全
体
を
一
つ
の
暗
附
と
し
て
構
成
す
る
と
い
う
表
現
手
法
を
用
い
た
詩
群
で
あ
る
こ
と
も
、
閑
却
し
難
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
も
、
前
六
例
の
う
ち
剛
を
除
く
五
例
ま
で
が
当
時
的
定
説
的
評
価
以
上
司
高
い
評
価
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
ん
問
。
前
節
の
「
叔
夜
盤
国
澗
」
、
及
び
「
院
籍
詠
懐
」
中
の
幾
首
か
も
メ
タ
フ
ァ
で
構
成
さ
れ
た
詩
で
あ
っ
た
。
思
う
に
鍾
雌
慌
の
文
学
意
識
風
規
見
失
子
制
季
腐
賛
恭
之
唱
に
お
い
て
、
メ
タ
フ
ァ
表
現
は
さ
き
の
a
l
c
要
素
ほ
ど
第
一
義
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
美
事
に
成
就
さ
れ
た
メ
タ
フ
ァ
表
現
へ
の
愛
好
が
、
彼
町
中
で
相
当
に
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
ら
し
《
お
》
い
こ
と
は
、
考
慮
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
三
町
三
詩
人
評
価
右
二
節
で
は
各
詩
人
的
推
奨
詩
に
つ
い
て
、
「
詩
品
」
に
定
説
と
相
違
す
る
特
異
な
詩
評
価
が
多
い
こ
と
に
着
目
し
、
そ
の
所
以
及
び
推
奨
詩
相
互
の
共
通
点
を
考
察
し
つ
つ
、
錨
峻
の
文
学
的
価
値
基
準
的
所
在
を
検
討
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
銭
喋
が
「
詩
品
」
全
体
で
行
な
っ
て
い
る
の
は
詩
人
評
価
で
あ
り
、
こ
の
詩
人
評
価
に
お
い
て
も
、
明
ら
か
に
特
異
と
判
断
さ
れ
る
評
価
が
八
例
ほ
ど
見
ら
れ
る
。
何
故
そ
う
し
た
評
価
が
行
な
わ
れ
た
の
か
、
そ
の
理
由
は
も
と
よ
り
一
、
二
に
限
定
で
き
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
右
ニ
節
で
得
ら
れ
た
観
占
を
も
導
入
し
て
考
察
す
る
と
、
じ
つ
は
そ
れ
ら
の
各
々
に
a
b
c
と
の
緊
密
な
係
わ
り
が
明
白
に
認
め
ら
【
程
調
》
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
う
ち
の
一
例
、
側
「
中
品
・
陶
潜
詩
へ
の
高
評
価
(
当
時
と
し
て
は
)
と
そ
の
遡
源
説
」
の
み
は
a
1
c
以
外
の
い
ま
ひ
と
つ
別
向"と
の
祝
占
を
必
要
と
す
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
七
例
的
代
表
と
し
て
、
以
下
三
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
村
中
品
・
郭
瑛
(
景
純
)
詩
的
「
政
埼
」
要
素
町
発
見
錘
喋
の
郭
球
評
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
文
組
組
問
輝
彪
柄
可
翫
始
艶
永
嘉
平
淡
之
世
故
栴
中
興
第
一
翰
林
以
制
割
削
但
遊
仙
之
作
僻
|
引
制
叫
J
刑
制
割
問
リ
リ
リ
リ
川
剥
削
削
剥
倒
l
J嗣
列
偲
之
趣
也
(
傍
線
は
引
用
者
)
こ
の
う
ち
前
半
ωの
よ
う
な
評
価
は
他
の
文
論
で
も
往
々
な
さ
れ
て
い
る
が
、
後
半
同
内
部
分
は
鍾
喋
の
独
特
な
着
眼
点
で
あ
っ
た
。
「
詩
品
」
以
前
グ〉
略景文
筆~~論
遺品
且警
事量
興及
し
郊た
賦の
阪は
f豊富l
古都
占「
a1F 
"，、
仙雌
詩龍
亦 」
瓢で
皐品
川る目。
才
そ
の
他
明
詩
篇
、
時
序
篇
等
い
ず
れ
も
ωの
評
価
の
み
で
あ
る
。
「
雑
也
詩
郭
弘
燥
瑛
」
も
郭
瑛
「
遊
仙
詩
」
に
擬
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
仙
境
の
描
写
と
長
命
へ
の
憤
れ
を
詠
じ
た
に
止
ま
る
。
「
詩
品
」
以
後
に
お
い
て
も
、
繭
子
顕
は
「
江
左
風
味
盛
道
家
之
言
郭
噴
出
帯
其
震
襲
許
拘
極
其
名
理
」
(
「
南
膏
書
」
巻
五
二
文
筆
僻
論
)
と
川
刊
の
評
価
に
す
ら
反
し
て
鍾
喋
的
所
謂
「
永
嘉
平
淡
之
位
」
の
一
翼
と
看
倣
す
。
唐
初
の
房
玄
齢
ら
竹
は
「
瑛
:
詞
賦
為
中
興
之
冠
」
(
「
E
国
書
」
巻
七
三
本
伝
)
と
ωの
評
価
佐
に
止
ま
る
。
同
刊
の
「
炊
均
一
部
懐
」
が
着
目
さ
れ
だ
す
の
は
漸
く
唐
円
高
宗
期
準
の
学
者
李
普
よ
り
以
後
の
こ
と
で
あ
り
、
六
朝
よ
り
唐
初
の
段
階
で
は
陣
郭
瑛
詩
的
倒
的
要
素
は
未
だ
発
見
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
な
か
っ
捌
た
。
そ
の
中
で
鍾
喋
独
り
い
ち
早
く
こ
の
占
を
見
抜
き
得
た
の
は
、
彼
が
や
詩
に
内
在
す
る
詩
人
の
不
遇
・
悲
痛
の
歎
息
(
a
)
を
常
人
以
上
に
鋭
敏
は
に
聴
取
し
得
る
感
受
性
を
持
っ
て
い
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
謹
慌
の
そ
肘
う
し
た
感
受
性
は
、
郭
球
評
の
み
な
ら
ず
、
同
に
通
ず
る
境
遇
に
在
っ
た
内
他
の
詩
人
達
町
評
に
お
い
て
も
、
抑
制
を
破
っ
た
強
い
表
現
で
彼
ら
へ
の
枇
同
情
と
共
感
を
表
明
し
て
い
AMwr
一
吋
口
上
品
・
張
協
(
景
陽
)
詩
の
「
形
似
」
要
素
の
発
見
と
そ
れ
に
よ
る
高
恥
評
価
清
張
協
評
価
に
つ
い
て
は
、
H
の
よ
う
に
当
該
詩
人
的
選
評
の
項
町
み
の
引
制
用
に
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
鍾
喋
は
張
協
詩
に
つ
い
て
は
「
詩
品
」
中
、
じ
つ
に
様
々
な
箇
所
で
言
及
を
試
み
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
1
 
5
(
上
品
・
張
協
評
)
文
也
華
揮
少
病
黒
又
巧
構
形
似
之
言
。
(
上
品
・
謝
盤
運
評
)
其
源
出
於
陳
思
雑
宥
景
陽
之
惜
故
尚
巧
似
。
(
上
品
・
官
槌
評
)
故
孔
氏
之
門
如
用
詩
則
公
幹
刊
堂
思
主
入
室
景
陽
幡
随
自
可
坐
於
廊
牒
之
間
長
。
(
上
品
序
)
陵
機
為
太
康
之
英
安
仁
景
陽
為
輔
謝
客
為
元
嘉
之
雄
顔
延
年
為
輔
以
上
よ
り
鐙
喋
の
張
協
評
価
は
次
町
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
ω形
似
に
巧
み
で
謝
霊
運
の
先
駆
と
い
う
位
置
付
け
。
し
か
も
鍾
喋
が
「
形
似
」
の
一
一
言
を
冠
し
た
詩
人
は
時
期
的
に
は
張
協
が
最
も
早
い
。
同
陸
機
種
岳
と
比
屑
し
太
康
を
代
表
す
る
詩
人
と
い
う
高
評
価
。
鍾
喋
の
張
協
に
対
す
る
高
評
価
は
、
既
述
の
如
く
「
詩
ロ
聞
」
全
体
に
宣
っ
て
張
協
へ
の
好
意
的
言
及
が
多
い
こ
と
、
ま
た
上
品
・
張
協
評
の
項
に
庇
辞
が
ほ
ぽ
皆
無
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
い
得
る
。
だ
が
一
方
、
「
南
膏
書
」
文
撃
侍
論
な
ど
当
時
的
他
の
文
学
論
に
お
い
【
司
、
太
康
詩
人
的
代
表
に
掲
げ
ら
れ
る
の
は
先
ず
潜
岳
・
陸
機
で
あ
っ
て
、
張
協
は
視
野
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
図
ま
し
て
や
ωの
よ
う
な
「
形
似
詩
人
的
先
駆
」
と
い
う
指
摘
は
皆
無
で
あ
る
。
周
到
な
「
文
心
雌
龍
」
で
も
、
た
だ
対
象
を
五
言
詩
に
限
っ
た
明
詩
篇
に
お
い
て
の
み
「
五
言
流
調
則
清
鹿
居
宗
一
・
茂
先
凝
其
消
景
陽
振
其
胞
」
と
張
華
と
並
称
さ
れ
る
ば
か
り
で
あ
り
、
ωに
言
う
指
摘
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
「
詩
品
」
の
ωの
指
摘
は
こ
の
時
期
と
し
て
は
き
わ
め
て
特
異
な
着
眼
点
で
あ
っ
た
。
し
か
も
川
町
は
明
ら
か
に
、
鐙
喋
が
当
時
一
般
的
批
評
よ
り
以
上
に
張
協
を
高
く
評
価
し
た
理
由
で
も
あ
る
。
鋪
喋
町
、
川
町
形
似
表
現
す
な
わ
ち
写
実
的
で
級
密
な
情
景
描
写
(
b
)
に
対
す
る
並
み
並
み
な
ら
ぬ
鋭
敏
さ
と
重
要
視
が
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
田
中
品
・
愛
宏
(
彦
伯
)
の
「
詠
史
」
町
顕
彰
と
そ
れ
に
よ
る
高
評
価
裳
宏
評
の
全
文
は
、
菅
吏
部
郎
家
宏
詩
彦
伯
詠
史
臨
文
髄
未
遁
市
鮮
明
緊
健
去
凡
俗
遠
矢
52 
と
あ
り
、
こ
れ
は
友
宏
詩
的
総
評
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
詠
史
」
詩
評
(
そ
れ
も
好
意
的
な
)
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
江
流
「
雑
惣
詩
」
に
は
衷
宏
詩
的
擬
詩
は
無
〈
、
「
文
選
し
に
も
詩
は
選
ば
れ
て
い
ず
、
わ
ず
か
に
「
三
園
名
臣
頒
」
一
首
が
収
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
震
宏
詩
は
総
じ
て
当
時
の
文
芸
批
評
家
か
ら
は
き
わ
め
て
冷
淡
な
扱
い
を
受
け
て
い
た
固
文
学
論
に
お
い
て
も
、
そ
も
そ
も
裳
宏
に
言
及
し
た
論
自
体
が
管
見
の
及
よ
限
り
で
は
「
南
野
書
」
文
皐
博
論
と
「
文
心
雌
龍
」
に
止
ま
る
。
し
か
も
そ
の
二
筋
も
、
家
宏
を
賦
や
史
文
の
製
作
者
と
し
て
の
み
評
価
し
、
詩
に
つ
い
て
は
「
江
左
篇
製
溺
子
玄
風
:
:
・
裳
孫
以
下
蹴
有
雌
釆
而
僻
趣
一
挟
」
(
明
詩
篇
)
と
、
孫
紳
ら
玄
言
詩
人
的
一
群
に
埋
没
せ
し
め
る
。
つ
ま
り
「
詩
品
」
が
裳
表
詩
を
中
品
に
置
い
た
の
は
当
時
に
稀
な
高
評
価
で
あ
っ
た
。
そ
の
評
価
を
導
き
出
し
た
所
以
は
疑
い
な
く
鍾
喋
の
「
詠
史
」
へ
の
感
動
に
在
t
d
o
そ
し
て
こ
の
「
詠
史
し
と
は
、
漢
の
周
回
目
・
汲
新
・
楊
悔
・
陸
頁
等
硬
骨
直
言
の
、
多
く
は
悲
運
に
鈍
れ
た
忠
良
町
臣
を
、
文
飾
的
少
な
い
率
直
な
表
現
で
詠
じ
「
倶
令
道
不
浪
」
「
吐
音
非
凡
陪
」
と
讃
歎
し
た
詩
で
あ
る
。
鍾
喋
は
、
「
詠
史
」
に
存
す
る
政
治
的
社
会
的
視
野
・
士
人
的
硬
骨
の
気
慨
・
率
宜
さ
等
の
要
素
(
C
)
に
「
去
凡
俗
遺
失
」
と
い
う
讃
辞
と
、
右
の
よ
う
な
評
価
と
を
惜
し
み
な
く
与
え
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
付
1
日
の
詩
人
評
価
に
見
ら
れ
る
独
特
な
高
評
価
や
批
評
史
上
先
駆
的
な
発
見
・
顕
彰
は
、
鐙
喋
が
従
来
的
評
価
に
捉
わ
れ
な
い
独
自
で
新
鮮
な
鑑
賞
眼
を
持
つ
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。
同
時
に
こ
れ
ら
は
、
錨
喋
の
文
学
的
価
値
基
準
に
お
い
て
何
よ
り
も
a
i
c
要
素
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
よ
り
一
層
明
示
す
る
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
、勺'ロ
四
以
上
、
「
詩
品
」
に
内
在
す
る
文
学
観
文
学
的
価
値
基
準
の
様
相
町
一
面
と
し
て
、
a
b
c
要
素
(
拙
頁
)
の
霊
視
と
、
よ
り
二
次
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
メ
タ
フ
ァ
表
現
へ
の
一
定
の
評
価
に
つ
い
て
、
お
も
に
述
べ
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
寸
詩
品
」
序
文
に
錨
喋
が
「
言
葉
」
で
述
べ
た
文
学
観
と
あ
る
程
度
重
な
る
と
は
言
え
、
決
し
て
そ
れ
の
み
で
は
覆
い
き
れ
ぬ
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
思
う
に
言
語
化
と
は
、
一
面
か
ら
言
え
ば
、
自
ら
の
思
考
・
感
性
的
自
覚
化
1
異
化
と
い
う
過
程
と
、
そ
れ
ら
の
社
会
化
(
l表
現
)
l往
々
に
し
て
思
考
・
感
性
か
ら
の
事
離
と
い
う
結
呆
を
経
て
成
立
す
る
も
の
と
雪
守
2
」
と
が
で
き
よ
う
。
そ
れ
故
に
、
表
現
者
自
身
に
と
っ
て
、
あ
ま
り
に
自
明
な
事
実
や
本
意
向
幾
つ
か
は
遂
に
言
語
化
さ
れ
得
な
い
と
い
う
側
面
を
本
来
的
に
持
っ
て
い
よ
う
。
そ
の
潜
在
す
る
遥
か
な
本
意
を
、
表
白
さ
れ
た
言
葉
以
外
的
何
者
か
を
も
動
員
し
て
顕
在
化
す
る
試
み
は
、
「
詩
品
」
的
場
合
に
お
い
て
も
必
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
た
。
小
論
に
お
い
て
鍾
喋
の
「
言
葉
」
以
外
に
当
時
内
実
際
的
五
言
詩
を
検
討
し
た
作
業
は
、
一
に
既
述
し
た
よ
う
に
直
接
的
な
資
料
の
不
足
を
備
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
右
に
述
べ
た
よ
う
な
意
図
を
も
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
小
論
で
は
た
だ
、
そ
う
し
た
試
み
の
結
果
を
現
象
的
に
分
析
し
、
そ
れ
を
報
告
す
る
に
止
め
た
。
も
と
よ
り
こ
れ
は
一
つ
の
基
礎
的
作
業
で
あ
り
、
さ
ら
に
重
要
な
問
題
と
し
て
、
直
ち
に
、
で
は
何
故
そ
れ
ら
が
そ
の
よ
う
に
あ
り
得
た
の
か
と
い
う
課
題
、
及
び
こ
う
し
た
文
学
意
識
が
中
国
文
学
史
上
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
と
い
う
課
題
が
生
起
す
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
先
般
「
六
朝
に
お
け
る
鍾
氏
町
家
格
に
関
す
る
二
、
三
の
補
竹)
足
」
(
別
稿
予
定
)
と
い
う
側
面
か
ら
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
た
図
し
か
し
、
と
り
わ
け
鐙
喋
が
五
言
詩
に
お
い
て
、
儒
家
的
土
人
的
気
慨
の
率
直
な
表
自
に
強
い
感
動
を
覚
え
る
士
人
意
識
の
強
い
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
、
そ
の
反
面
、
詩
論
に
お
い
て
毛
詩
的
政
教
的
効
用
論
を
ま
っ
た
く
排
除
す
る
と
い
《
旬
、
あ
る
意
味
で
は
近
代
的
文
学
観
に
も
近
接
す
る
在
り
方
を
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
「
詩
ロ
聞
」
中
に
往
々
見
ら
れ
る
一
見
相
矛
盾
す
る
態
度
内
由
来
や
構
造
に
関
し
て
は
、
な
お
未
解
決
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
文
学
史
的
上
で
鍾
喋
よ
り
百
五
十
年
後
、
唐
町
時
代
に
、
南
朝
風
の
表
現
主
義
的
詩
風
に
代
わ
り
、
リ
ア
ル
な
真
情
や
儒
家
的
士
人
的
気
慨
の
あ
る
詩
を
良
し
と
す
る
詩
壇
町
新
し
い
興
隆
が
起
こ
る
。
鍾
喋
を
、
そ
の
興
隆
を
担
っ
た
下
級
新
興
賞
族
企
d
先
駆
的
意
味
を
持
つ
存
在
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
と
い
う
問
題
も
、
一
つ
の
仮
定
と
し
て
申
し
添
、
え
て
お
き
た
い
と
思
う
。
錘喋「詩品」町選評に内在する文学的価値基準(佐
ヤ主i
 
(
1
)
王
瑞
『
中
古
文
学
思
想
』
一
一
八
|
二
一
一
一
買
。
高
松
亨
明
『
蒔
品
詳
解
』
一
五
一
l
九
頁
。
興
膳
宏
『
中
国
文
明
選
日
文
学
論
集
』
一
二
O
頁
。
目
加
国
誠
『
中
国
古
典
文
学
大
系
出
文
学
芸
術
論
鼎
』
五
O
七
八
買
。
船
津
富
彦
「
梁
の
錨
慌
の
故
事
論
」
(
東
洋
大
学
文
学
部
紀
嬰
四
)
。
高
木
正
一
「
錨
暁
の
文
学
観
」
(
創
立
百
周
年
記
企
二
世
学
舎
大
学
論
品
)
等
。
な
お
注
∞
も
参
聞
の
こ
と
。
注
釈
醤
と
し
て
は
、
詩
品
研
究
班
「
錘
氏
詩
品
疏
」
(
立
命
館
文
学
四
・
叩
拙
m・
盟
・
捌
醐
・
瑚
)
と
そ
れ
を
丑
け
た
高
木
正
一
氏
『
東
海
大
学
古
典
讃
書
錘
鴫
詩
品
』
町
特
に
語
梨
解
釈
に
関
す
る
該
博
で
迎
切
な
指
針
に
は
小
論
も
多
〈
町
教
え
を
受
け
て
い
る
。
(
2
)
「
詩
品
」
に
内
在
す
る
文
学
的
価
値
基
準
に
つ
い
て
、
従
来
の
論
及
を
あ
げ
れ
ぱ
、
朱
斑
潤
『
中
国
文
学
批
評
史
大
綱
』
五
四
|
六
一
頁
、
「
雅
正
」
重
視
説
。
縦
掛
川
押
「
刊
誌
〈
詩
品
V
」
(
文
学
遺
産
選
品
3
輯
)
「
雅
詞
」
重
視
説
.
都
紹
成
『
中
国
古
典
文
学
理
論
批
評
史
』
一
三
五
l
四
一
頁
、
「
丈
」
可
芸
術
標
準
」
宜
祝
説
。
文
53 
鐙
「
閑
酔
〈
文
心
雌
抽
出
V
和
〈
詩
品
v
的
異
同
」
{
文
学
遺
産
増
刊
日
輯
)
庄
形
式
主
義
不
徹
底
説
.
興
膳
宏
「
文
心
雌
憶
と
詩
品
的
文
学
観
の
対
立
」
(
『
吉
川
博
士
退
休
記
念
中
国
文
学
論
集
』
)
「
奇
L
「
気
」
重
視
説
な
ど
.
と
く
に
前
回
氏
と
興
胞
氏
と
で
は
か
な
り
異
質
な
把
握
の
仕
方
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
論
が
論
拠
と
し
た
「
詩
品
」
中
の
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
に
事
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
臨
は
、
そ
の
よ
う
な
幅
広
き
を
持
つ
「
詩
品
」
に
お
い
て
、
各
論
の
靖
目
し
た
資
料
が
や
や
部
分
的
断
片
的
な
嫌
い
が
あ
る
こ
と
、
と
〈
に
前
四
民
は
「
詩
品
」
の
褒
吃
し
た
詩
人
達
を
お
も
に
宋
代
以
降
に
定
着
し
た
固
定
的
イ
メ
ー
ジ
で
と
b
え、
そ
の
詩
人
遣
の
散
あ
る
作
品
中
、
い
か
な
る
詩
が
ど
の
よ
う
に
彊
庇
さ
れ
た
の
か
と
い
っ
検
討
に
及
ん
で
い
な
い
こ
と
に
難
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
詩
品
」
の
価
値
基
準
を
探
る
に
は
多
く
の
詩
詩
人
群
を
よ
り
総
合
的
に
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
.
(
3
)
テ
キ
ス
ト
に
は
上
品
序
は
「
梁
書
」
者
四
九
本
伝
所
械
の
も
の
、
中
下
品
序
と
本
文
は
津
控
臨
書
本
を
慣
用
し
、
東
北
大
学
所
蔵
の
十
三
本
(
「
太
平
嗣
覧
」
「
詩
人
玉
府
」
を
含
む
)
、
高
松
氏
前
掲
書
付
録
昨
窓
雑
録
本
、
同
氏
「
錨
鴫
詩
品
校
勘
」
(
弘
前
大
学
文
経
論
曜
1
)
等
を
参
考
に
校
勘
を
行
な
っ
た
。
校
勘
園
所
は
主
要
な
も
の
の
み
正
記
し
た
。
(
4
)
「
桂
泌
脅
し
巻
一
一
四
本
伝
.
(
5
)
「
喪
主
類
来
」
巷
八
十
。
(
6
)
「
初
準
記
」
巻
十
四
に
六
句
、
「
古
詩
紀
」
巻
十
四
に
八
句
所
収
。
(
7
)
「
喪
主
類
深
」
巷
=
一
一
。
(
8
)
「
古
詩
紀
」
岩
四
三
。
(
9
)
「
詩
品
」
が
百
揖
を
下
品
に
列
し
た
こ
と
を
王
士
楠
「
漁
洋
詩
話
」
等
は
不
当
な
過
小
評
価
と
非
難
し
て
い
る
。
だ
が
、
現
存
の
曹
操
詩
が
刷
用
府
に
限
ら
れ
る
こ
と
捷
辿
の
推
奨
詩
群
に
出
府
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
本
文
五
等
を
考
慮
す
る
と
‘
鋪
鴫
は
山
市
府
を
あ
ま
り
評
価
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
曹
操
も
下
品
に
置
い
た
と
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
士
人
的
知
識
人
的
五
言
詩
を
あ
く
ま
で
も
推
す
銭
時
の
よ
う
な
文
学
宜
織
の
持
ち
主
に
と
っ
て
、
民
歌
的
出
府
的
詩
へ
の
高
評
価
は
詩
史
に
お
け
る
一
つ
の
逆
行
で
も
あ
り
得
た
で
あ
ろ
、っ
(
川
河
叫
「
宋
書
」
巻
二
-
一
帯
志
。
54 
(
日
)
「
書
士
類
来
」
岩
三
六
。
な
お
上
品
序
士
、
下
品
評
丈
に
も
六
へ
の
庇
昨
が
あ
司令。
(
臼
)
寸
古
詩
紀
」
岩
四
七
、
「
高
惜
仰
」
巻
二
、
四
、
十
。
(
臼
)
恒
し
蘇
武
詩
と
孔
融
詩
(
と
も
に
落
選
)
円
み
は
七
点
に
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
錨
慌
が
何
故
世
ら
を
選
ぱ
を
か
っ
た
の
か
は
今
挫
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
・
た
だ
孔
融
持
に
つ
い
て
は
伊
藤
正
文
氏
「
〈
臨
巌
錨
山
首
〉
闇
考
」
(
『
一
山
山
山
師
退
休
記
土
中
国
舵
押
論
晶
』
)
の
指
摘
よ
り
六
朝
か
ら
相
唐
に
か
け
て
確
実
に
孔
融
作
と
さ
れ
て
い
た
五
冒
詩
は
「
臨
終
詩
」
一
約
に
止
ま
る
の
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
「
臨
終
詩
」
が
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
を
迎
ね
、
具
体
的
描
写
や
車
直
な
感
情
表
白
に
乏
し
い
詩
で
あ
る
こ
と
が
落
選
の
原
因
だ
っ
た
と
も
帯
、
え
句
れ
る
。
(
H
)
晋
宋
買
お
よ
び
染
代
の
一
部
(
1
詩
品
」
に
選
ば
れ
た
詩
人
)
町
現
存
四
言
詩
二
O
四
首
中
、
四
O
句
以
上
の
詩
は
九
五
首
。
(
「
晋
南
北
朝
詩
」
に
よ
る
。
)
ま
た
ほ
と
ん
ど
が
応
詔
詩
・
儀
式
や
侍
宴
町
詩
・
贈
答
詩
で
あ
る
。
(
日
)
前
者
を
四
-
一
宮
、
櫨
者
を
五
吉
町
詩
と
し
て
陸
機
「
刑
判
弟
清
河
雲
乙
六
O
句
「
附
弟
子
龍
」
一
O
旬
、
陸
雲
「
答
兄
平
原
」
二
四
二
句
「
菩
兄
平
原
」
一
O
句
、
劉
理
「
答
庇
描
」
九
六
句
「
亜
細
虚
誕
」
三
O
句
な
ど
.
六
例
。
(
同
)
姐
喋
が
肯
い
得
る
長
さ
に
つ
い
て
言
え
ば
‘
桂
述
「
普
賢
」
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て一
O
i
-
-
六
句
の
短
田
中
綿
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
概
ね
が
挫
安
説
人
よ
り
謝
盟
運
に
至
っ
て
完
成
さ
れ
た
「
訳
景
+
情
志
の
表
白
」
と
の
構
成
を
と
る
事
に
多
く
を
負
1
(
口
}
該
当
詩
は
、
陳
思
・
茂
先
・
安
仁
・
顔
延
隅
公
に
つ
い
て
は
本
文
桂
述
固
仲
宜
七
哀
は
主
祭
「
七
哀
詩
」
、
公
幹
思
宜
は
劉
楠
「
悶
措
幹
ヘ
庇
箱
詰
懐
は
同
「
諒
懐
詩
L
、
子
卿
盟
抱
は
少
卿
健
亮
の
誤
り
と
解
L
七
句
固
に
挫
抱
の
証
聞
が
あ
る
平
陵
「
品
別
詩
」
其
玉
、
叔
在
盤
側
は
健
康
「
胸
骨
才
入
軍
」
其
十
九
、
平
根
衣
阜
は
現
存
せ
ず
、
景
陽
苦
雨
は
張
協
「
雑
詩
」
其
十
、
霊
迎
都
由
自
は
甜
盤
迎
「
擬
貌
太
子
輔
中
鼎
」
凡
首
、
士
情
擬
古
は
陸
機
「
擬
古
詩
」
越
石
感
乱
は
劉
現
「
盟
問
虚
描
ヘ
景
純
諒
仙
は
郭
理
「
準
仙
詩
」
、
主
微
風
月
は
現
存
せ
ず
、
謝
客
山
車
は
謝
盤
迎
の
一
連
の
山
水
詩
、
叔
源
離
甚
は
現
存
せ
ず
、
鈎
阿
武
辺
は
勺
出
自
蘇
北
門
行
」
等
七
首
の
成
辺
詩
、
太
沖
詠
史
は
左
思
「
誌
史
詩
」
、
車
迎
摺
古
は
謝
車
連
同
名
の
作
と
判
断
し
た
。
{
国
)
「
悼
亡
詩
」
、
応
詔
侍
事
的
詩
が
、
中
国
文
学
史
上
‘
各
々
冊
岳
、
顔
延
之
の
代
吾
作
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
高
橋
和
巳
「
揖
岳
論
」
(
高
橋
和
巳
作
品
集
9
)
二
六
五
頁
及
び
同
氏
「
餌
延
之
の
文
学
」
(
前
掲
替
)
=
一
凡
三
買
に
詳
し
い
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
本
文
に
桂
逃
す
る
。
(
日
)
高
橋
和
巳
「
柑
岳
論
」
(
前
描
}
二
七
九
買
で
は
張
華
「
雑
詩
」
一
ニ
首
を
「
ひ
と
し
く
立
の
が
わ
か
ら
の
孤
独
を
う
た
う
」
と
し
て
お
ら
れ
る
.
し
か
し
、
「
雑
詩
」
其
二
其
三
も
含
め
て
張
曜
の
閏
怨
風
の
詩
は
す
べ
て
採
録
し
て
い
る
「
玉
壁
新
誌
」
が
其
一
を
捨
て
、
逆
に
「
文
選
」
は
三
首
中
ワ
ち
其
一
の
み
を
採
っ
て
い
る
事
実
か
ら
鑑
み
て
も
、
少
な
く
と
も
斉
梁
代
田
選
評
家
連
は
其
一
を
、
問
怨
風
の
其
二
主
三
と
は
異
質
な
も
の
と
見
て
い
た
と
考
子
句
れ
る
.
(
却
)
「
慌
夫
恕
余
馬
悔
今
崎
局
願
而
不
行
」
。
ま
た
「
哀
時
命
」
に
「
隠
問
而
不
達
今
」
{
幻
}
明
何
堪
之
校
本
明
正
措
五
年
刊
・
東
北
大
学
図
書
館
蔵
。
(
担
)
中
品
・
陶
潜
評
に
「
其
源
出
於
臨
曙
又
協
左
思
風
力
」
と
あ
る
の
を
見
て
も
錨
聴
の
靖
限
点
の
特
色
が
窺
わ
れ
興
味
深
い
。
(
見
)
「
警
世
」
の
順
次
が
年
代
順
で
な
い
こ
と
は
一
見
し
て
明
白
で
あ
る
。
も
と
よ
り
憧
劣
順
と
考
え
る
の
は
な
お
無
謀
で
あ
ろ
う
が
.
し
か
し
そ
の
頭
初
に
掲
げ
る
詩
に
つ
い
て
は
銀
暁
に
も
桐
ら
か
の
配
車
が
あ
っ
た
と
見
た
方
が
自
然
で
あ
，。.
(
剖
)
コ
ニ
園
志
」
巻
十
九
陳
思
王
伝
注
引
説
氏
春
秋
。
(
出
)
ち
な
み
に
「
雑
世
詩
」
陳
思
王
古
川
舶
の
李
周
翰
注
に
は
「
擬
聞
丁
俄
王
紫
等
詩
」
と
あ
る
。
{
出
}
該
当
詩
に
つ
い
て
は
註
間
参
問
。
以
下
同
.
(
町
)
鈴
木
修
次
『
漢
銚
詩
的
研
究
』
五
八
九
頁
及
び
興
膳
宏
前
掲
論
文
。
(
盟
)
中
品
・
張
翠
評
「
其
掘
出
品
r孟
提
」
上
品
・
冊
岳
評
「
許
掘
出
於
仲
宜
」
同
・
張
協
評
「
其
源
出
酔
王
提
」
(
剖
)
伊
藤
正
文
「
王
提
伝
論
H
」
(
漢
文
教
室
町
号
)
七
買
.
(
却
)
王
提
に
は
さ
ら
に
「
従
軍
詩
」
が
あ
り
、
こ
の
詩
は
措
辞
の
英
事
さ
や
完
成
皮
の
点
で
は
「
七
哀
詩
」
を
上
回
る
。
し
か
し
同
時
に
社
主
辞
令
的
要
需
の
き
わ
め
て
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
相
藤
正
文
「
王
聾
詩
論
考
」
(
中
国
文
学
報
回
冊
)
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
沌
「
雑
憧
詩
」
の
選
択
に
つ
い
て
は
本
文
に
桂
述
す
る
ロ
竹)
(
剖
)
「
雑
也
詩
」
張
賀
門
協
も
こ
の
詩
を
擬
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
と
〈
に
「
雑
也
詩
」
の
結
び
六
句
「
高
韻
玩
四
時
紫
居
慕
博
侶
歳
暮
百
酷
吏
無
以
慰
延
仲
」
は
「
も
と
ヲ
た
」
の
末
尾
六
句
と
坑
慨
の
強
弱
と
い
ヲ
点
で
対
照
的
と
言
え
る
.
江
沌
と
姐
暁
の
靖
服
点
円
違
い
を
表
わ
す
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
e
(
四
)
鈴
木
修
次
前
掲
瞥
四
八
二
頁
固
(
招
)
津
逮
酷
啓
本
は
寸
湖
雁
」
に
作
る
。
な
お
注
ω参
問
。
(
剖
)
凹
古
詩
「
橘
柚
」
は
陸
機
「
擬
古
詩
」
に
も
「
文
選
」
に
も
採
ら
れ
て
い
な
い
。
同
盟
主
勺
雑
詩
」
は
「
雑
世
詩
」
の
模
擬
対
象
に
選
ば
れ
ず
{
「
芙
蓉
地
作
」
が
選
ば
れ
て
い
る
)
、
例
何
晶
「
叫
鵠
」
国
謝
世
基
「
構
海
」
も
「
文
選
」
に
採
録
さ
れ
な
い
。
回
郭
泰
機
ぷ
合
博
戚
」
は
「
丈
選
」
に
選
ば
れ
て
は
い
る
が
‘
世
ら
の
時
を
中
品
に
列
し
た
こ
と
が
当
時
の
官
職
を
超
え
た
高
評
価
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
郭
泰
機
ら
五
干
の
評
で
錘
鴫
自
ら
が
述
べ
て
い
る
・
(
出
)
中
品
智
康
評
「
託
鴫
消
迫
」
は
明
ら
か
に
メ
タ
フ
ァ
表
現
の
成
就
の
莞
事
さ
を
賞
で
た
も
の
で
あ
る
.
メ
タ
フ
ァ
の
詩
と
鎚
聴
の
そ
れ
へ
の
霊
好
に
つ
い
て
は
、
中
国
丹
情
詩
的
根
元
に
も
保
わ
る
も
の
と
し
て
、
重
要
企
問
題
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
小
論
で
は
軽
〈
触
れ
る
に
止
め
、
な
お
別
の
機
会
に
輯
り
た
い
。
(
却
)
H
i胴
は
本
文
雄
述
。
田
中
品
・
郭
泰
機
ら
へ
の
高
評
価
γ
l
a
cと
の
係
わ
り
。
伺
甜
盤
迎
張
協
ら
錨
喋
の
所
甜
寸
暇
似
」
詩
人
は
上
品
に
列
L
、
頗
延
之
ら
四
名
の
同
じ
く
「
事
類
」
詩
人
と
組
問
ら
二
名
の
「
胞
」
詩
人
は
す
べ
て
中
下
品
に
置
い
て
明
ら
か
な
庇
辞
を
付
し
た
こ
と
l
b
a
同
捌
梢
王
怒
の
逆
転
評
価
l
c
o
同
陸
機
措
晶
の
置
劣
評
価
l
c。
{
町
)
回
は
、
「
詩
品
」
の
文
体
の
特
質
と
そ
こ
か
ら
窺
い
得
る
鎚
曜
の
日
常
的
J
言
語
表
現
へ
の
好
意
的
敏
感
き
に
時
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
a
l
c喪
諜
ほ
ど
第
一
義
的
な
も
の
で
は
な
い
よ
ワ
で
あ
る
が
、
や
は
り
世
の
文
学
宜
識
の
重
要
な
一
興
を
担
ヲ
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
に
て
詳
述
す
る
予
定
で
あ
る
固
(
詔
)
上
品
・
李
陵
評
、
中
品
飽
問
評
、
下
品
越
堂
評
な
ど
。
(
四
)
「
世
説
新
語
」
文
革
問
、
沈
拘
「
宋
骨
」
巷
六
七
謝
盤
述
陣
論
、
裂
子
野
「
雌
品
論
L
(
「
通
典
」
巻
十
六
所
収
)
、
劉
餌
「
文
心
唯
龍
」
時
序
鏑
オ
略
筒
、
商
綱
「
興
湘
京
王
書
」
(
一
焼
香
」
巷
四
九
所
収
)
、
繭
子
顕
「
南
関
替
」
文
筆
情
論
な
ど
a
鍾喋「詩品J町選評に内在する文学的価値基準(佐55 
(
岨
)
文
附
申
僻
論
「
簡
丈
之
摘
彦
伯
分
雷
制
句
多
得
賦
世
」
。
よ
人
心
雄
抽
出
」
時
序
鰐
「
其
文
史
則
有
宮
殿
之
官
弼
干
之
盟
臨
オ
或
浅
深
珪
時
足
用
」
。
そ
の
他
詮
賦
縞
・
オ
略
鯨
に
冒
及
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
詩
を
商
く
評
価
し
た
も
の
で
は
な
い
。
(
叫
)
注
(
日
)
に
も
述
べ
た
よ
う
に
銀
喋
は
玄
言
詩
に
は
一
貫
し
て
厳
し
い
非
難
の
辞
を
冠
し
、
孫
悼
ら
は
下
品
に
置
か
れ
て
い
る
。
(
岨
)
青
木
正
児
『
主
部
文
学
思
組
史
』
(
全
県
l
)
五
一
一
宜
、
高
松
氏
前
掲
笹
一
五
六
八
買
、
高
木
氏
前
掲
書
四
一
六
頁
参
照
。
(
岨
)
情
聴
正
文
「
盛
唐
の
詩
人
と
前
代
の
詩
人
(
上
)
」
(
中
国
文
学
報
8
冊
)
@
高
木
正
一
「
隙
子
昂
と
詩
の
革
新
」
(
『
吉
川
博
士
退
体
記
意
中
国
文
学
論
鼎
』
)
